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Vel jo To r m i s
(1930- )

松 原 千 振

第 5 回 コ ー ラ ス ワ ー ク シ ョ ッ プ
i n   さ っ ぽ ろ

1 9 9 4 年 5 月 1 日 ～ 3 日
札 幌 市 教 育 文 化 会 館

V e l j o   T o r m i s と 歌 の 世 界
「 私 が 民 師 に 興 味 を 持 っ た の で は な く 、 民 謡 が 私 を 音 楽 の 世 界 に 引 き 入 れ 、 民 謡 が 私 を 使 っ た 」
ト ル ミ ス は 事 あ る ご と に 人 々  に こ う 語 っ て い る 。 エ ス ト ニ ア と い う バ ル ト 海 諸 国 の 中 の こ の 国 に は 、 私 た ち に は 考
え ら れ な い 程 多 く の メ ロ デ ィ ー が 、 何 百 年 、 何 千 年 に わ た っ て 伝 承 さ れ て き た 。 そ れ は 、 単 に メ ロ デ ィ ー が 伝 わ っ て
き た の で は な く 、 文 字 が 生 ま れ 、 文 章 が 書 き 記 さ れ る ま で 、 言 葉 ひ と つ ひ と つ が メ ロ デ ィ ー の 中 で 守 ら れ 、 生 活 誌 、
戦 記 、 政 治 史 か ら 恋 愛 、 子 守 唄 、 あ そ び 歌 に 至 る ま で メ ロ デ ィ ー に よ り 伝 え ら れ て き た 。 ま た 、 戦 争 に 出 た 息 子 の 便
り や 、 家 族 の 思 い 出 、 村 を あ げ て の 婚 礼 の 日 の 様 子 も 小 さ な メ ロ デ ィ ー の く り 返 し で 保 た れ て き た の だ っ た 。
エ ス ト ニ ア の 人 口 は 現 在 の と こ ろ 約 1 0 0 万 人 で あ る 。 フ ィ ン ・ ウ ゴ ル 語 属 に 属 す る 彼 ら の 民 族 発 生 の 地 は 中 央 ア ジ
ア と 伝 え ら れ 、 こ の 語 族 に は 、 ハ ン ガ リ ー 人 と フ ィ ン ラ ン ド 人 が い る 。 し か し 、 フ ィ ン ラ ン ド 語 と エ ス ト ニ ア 語 の 類
似 性 を 探 求 す る こ と は 素 人 に も 可 能 と 思 わ れ る が 、 ハ ン ガ リ ー 語 と の 関 わ り を 現 代 に お い て 考 え る こ と は 、 実 に 難 し
い 。 た だ 、 こ の 3 つ の 民 族 に 共 通 す る 点 は 、 現 代 に お い て も 歌 が 文 化 全 体 の 中 で 実 に 大 き な 位 置 を 占 め て い る こ と で
あ る 。 ま た 合 唱 音 楽 活 動 が 盛 ん で あ る こ と も 著 名 な 事 実 で あ り 、 特 に エ ス ト ニ ア に お い て は 5 年 に 一 度 の 合 祭 が 示
し て い る よ う に 、 国 民 全 体 の 合 唱 活 動 は 、 他 に 例 を 見 な い ほ ど で あ る 。
地 理 的 に 、 エ ス ト ニ ア は バ ル ト 海 諸 国 の う ち で 最 も 北 に 位 置 し 、 北 に フ ィ ン ラ ン ド 、 西 に ス ウ ェ ー デ ン 、 東 は ロ シ
ア に 面 し て い る 。 し た が っ て 、 政 治 的 に 実 に き び し い 歴 史 を 歩 ん で き た こ と は 語 る ま で も な く 、 昨 今 の 状 況 も そ れ を
示 し て い る と 考 え ら れ る 。 と こ ろ が エ ス ト ニ ア 周 辺 に は 、 さ ら に い く つ か の 少 数 民 族 が 存 在 し て い る 。 リ ボ ニ ア 人 、
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イ ス ホ リ ア 人 、 イ ン ケ リ 人 、 カ レ リ ア 人 、 ベ プ サ 人 等 、 こ れ ら の 民 族 の 中 に は 絶 滅 寸 前 の 民 族 も あ る が 、 大 切 な こ と
は 、 こ の 人 々  も こ れ ま で に 幅 広 く 深 い 文 化 を 育 み 、 そ の う ち の ひ と つ が 歌 で あ っ た こ と で あ る 。 リ ボ ニ ア 人 に つ い て 、
伝 え き く と こ ろ に よ る と 、 現 在 そ の 総 数 は 2 5 人 ほ ど で あ る と い う 。 彼 ら は 今 日 も 独 自 の 言 語 を 持 ち 、 生 活 し て い る
が 、 各 地 に 散 ら ば っ て し ま い 、 文 化 や 言 語 の 基 本 的 な 形 態 を 求 め る こ と は き わ め て 難 し い 。 し た が っ て 、 民 間 に 伝 承
さ れ た 彼 ら 少 数 民 族 の 文 化 を 探 求 す る こ と は も う 不 可 能 と な っ た 部 分 が 多 い 。

V e l j o   T o r m i s   は 1 9 3 0 年 に 現 在 の 首 都 タ リ ン に 近 い ク ー サ ル に 生 ま れ た 。 高 校 卒 業 後 、 タ リ ン 音 楽 院 に お い て 教 会 音
楽 と 作 曲 を 学 び 、 モ ス ク ワ 音 楽 院 に 進 ん だ 。 作 曲 を 中 心 に 学 び 、 改 第 に 自 分 の 国 の 民 や 、 ま た 、 合 唱 音 楽 に 関 心 を
示 し て い く よ う に な っ た 。
エ ス ト ニ ア に お け る 合 唱 音 楽 に 久 く こ と の で き な か っ た 人 物 は グ ス タ フ ・ エ ル ネ サ ク ス で あ る が 、 ト ル ミ ス と 彼 の
共 同 作 業 は 、 そ の 後 の エ ス ト ニ ア の 合 唱 活 動 を よ り 強 固 で 意 義 あ る も の と し て い く こ と と な っ た 。 ま ず 、 エ ル ネ サ ク
ス の 設 立 に よ る 国 立 エ ス ト ニ ア ・ ア カ デ ミ ー 男 合 唱 団 （ R A M ） は ト ル ミ ス の 作 品 の 演 奏 に 特 に 力 を 入 れ 、 他 の 国
に は 例 の な い ほ ど 多 く の 男 声 合 唱 曲 を 残 し 、 男 声 合 唱 団 が 固 有 の 楽 器 で あ る こ と を 示 し て き た 。 も ち ろ ん ト ル ミ ス 以
前 に も 男 声 合 唱 曲 は 数 多 く 存 在 し て い た が 、 ト ル ミ ス の 作 品 の 数 々  は 、 技 法 的 に も 音 楽 的 に も 、 エ ス ト ニ ア 独 自 の 音
を 生 み 出 し た と 言 え る 。

1 9 6 0 年 代 の 彼 は 、 エ ス ト ニ ア の 各 地 方 を 旅 し 、 各 地 に 伝 わ る 民 謡 、 民 話 な ど 形 を 成 し て い る 歌 か ら 、 小 さ な メ ロ
デ ィ ー 、 歌 い そ こ な わ れ た よ う な 短 い 旋 律 に 至 る ま で 、 て い ね い に 採 集 し た 。 そ こ に は ト ル ミ ス 自 身 も 知 ら な い 言 語
習 慣 や 生 活 範 囲 が あ り 、 音 楽 を こ え る 資 料 を 得 る こ と と な っ た 。 ト ル ミ ス は こ の 頃 （ 6 0 年 代 後 半 ） に エ ス ト ニ ア ・
カ レ ン ダ ー ソ ン グ と い う 大 き な 曲 集 を 完 成 し て い る 。 作 風 は こ の 曲 集 を さ か い に 変 化 し て い く 。
前 述 の 少 数 民 族 に 伝 承 さ れ て き た 歌 の 数 々  を 採 集 し た の は こ の 頃 で あ り 、 ト ル ミ ス は 数 限 り な い と も 思 わ れ る メ ロ
デ ィ ー を 書 き 記 し 、 そ れ ら を で き る 限 り 変 化 さ せ な い で 無 伴 奏 合 唱 曲 に 編 曲 し て い っ た 。 少 数 民 族 の 伝 承 歌 の 数 々  を
彼 は 2 0 年 以 上 か か っ て 各 々  の 民 族 の 曲 集 に ま と め 、 そ れ は 「 忘 れ ら れ た 人 々  」 と い う 全 部 で 6 つ の 合 唱 曲 集 と な っ
1 9 9 0 年 頃 に 完 成 し た 。 こ の 6 つ の 曲 集 の 中 で 最 後 に な っ た 「 カ レ リ ア 人 の 運 命 」 は 彼 独 自 の 記 入 が 施 さ れ て い る 。
民 謡 と い う 音 楽 に は 、 こ れ が 正 し い と い う も の が な い 。 ト ル ミ ス は 楽 器 に 、 こ の う た は だ れ に よ っ て 歌 わ れ た う た あ
る と か 、 日 時 な ど も 記 し 、 民 謡 の 特 異 性 を 示 し た の だ っ た 。
民 謡 と い っ て 、 思 い 出 す の は 、 ハ ン ガ リ ー の ベ ラ ・ バ ル ト ー ク と ソ ル タ ン ・ コ ダ ー イ で あ る 。 か れ ら と ト ル ミ ス の
相 異 は 何 で あ ろ う か 。 バ ル ト ー ク も コ ダ ー イ も 共 同 で 民 謡 を 採 集 し た 。 田 舎 を 歩 き 、 村 か ら 村 ～ 人 々  の 間 に 伝 わ る メ
ロ デ ィ ー を 聴 き 、 楽 器 に し て い っ た 。 ハ ン ガ リ ー は ヨ ー ロ ッ パ の 中 に 位 置 し て い る が 、 考 え て い み る と 、 民 謡 に お い
て は 離 れ 島 の よ う な 存 在 で あ る 。 し た が っ て 、 他 の ヨ ー ロ ッ パ の 民 謡 と 相 容 れ な い 部 分 が 多 い 。 バ ル ト ー ク も コ ダ ー
イ も こ の 不 規 則 性 に 気 づ き 、 民 を 作 曲 技 法 に 適 確 に 生 か し て い っ た 。 し か し 、 ト ル ミ ス は 民 離 を 熟 心 に 採 集 し た と
は い え 、 原 資 料 に 対 し 真 正 な 態 度 で 向 か い 、 決 し て 作 曲 ま た は 編 曲 の 技 法 を 民 謡 そ の も の に 問 わ な か っ た の で あ る 。
そ の 結 果 ト ル ミ ス の 合 唱 曲 の 数 々  は 、 だ れ に で も 販 え る 音 楽 と な り 、 エ ス ト ニ ア 人 の み な ら ず 、 ベ ル ト 海 諸 国 、 フ イ
ン ラ ン ド 、 ス ウ ェ ー デ ン ほ か 、 多 く の 国 々  で 歌 わ れ る よ う に な っ て い っ た の で あ る 。 た と え ば 、 バ ル ト ー ク の 「 4 曲
の ハ ン ガ リ ー 民 謡 」 は ハ ン ガ リ ー 人 の 言 を 借 り る と 、 ハ ン ガ リ ー 人 以 外 で は 歌 え な い 、 と な る が 、 果 た し て そ う で あ
ろ う か 。 詳 し く こ の 曲 集 の リ ズ ム 、 言 語 を 見 て み る と 、 ハ ン ガ リ ー 人 の 意 見 は 正 し い と 思 わ れ る 。 す な わ ち ち 、 最 大
の 鍵 は 言 語 と リ ズ ム の 関 わ り な の で あ る 。 多 く の ハ ン ガ リ ー の 合 唱 団 の 演 奏 を 聴 い て 、 リ ズ ム が 楽 譜 に 従 っ て い な い
こ と に 気 づ く 。 ト ル ミ ス は こ の 点 に つ い て も 実 に 敏 感 で あ っ た 。 す な わ ち ち 、 エ ス ト ニ ア お よ び 周 辺 の 言 語 を 、 吸 収
し 、 曲 に す る ま で に 長 い 時 間 を か け 、 で き る だ け 歌 い や す い リ ズ ム を 形 造 っ て い く よ う な 努 力 を し た の で あ る 。 こ の
点 に お い て 、 ト ル ミ ス の 作 品 に 歌 い に く さ は ほ と ん ど 存 在 し な い 。
さ て 、 特 に コ ダ ー イ は 作 曲 家 で あ っ た と 共 に 、 音 楽 教 育 者 と し て 偉 大 で あ っ た 。 ト ル ミ ス は 、 こ の 点 に お い て も 数
こ そ 多 く は な い が 、 実 に 著 名 な 仕 事 を し て い る 。 た と え ば 「 教 会 旋 法 に よ る 練 習 曲 」 は 、 古 い 音 階 を ど の よ う に 子 ど
も た ち に 教 え る か 、 教 会 法 か ら 生 ま れ る ハ ー モ ニ ー は ど の よ う な も の か を 示 し 、 ま た 、 お じ い さ ん 、 お ば あ さ ん か
ら 伝 え ら れ て き た 話 を 、 小 さ な メ ロ デ ィ ー と し 、 色 彩 豊 か な ハ ー モ ニ ー を つ け 、 リ コ ー ダ ー と 共 に 歌 っ て い く 、 と い
っ た よ う な 曲 集 を 作 っ て き た 。 自 然 に 対 し 敏 感 に 反 応 す る ト ル ミ ス は 、 数 々  の そ う し た 小 さ な う た の 中 に 自 然 の す ば
ら し さ を 語 り 、 た と え 自 然 が 失 わ れ よ う と す る 時 で あ っ て も 、 主 張 を 音 楽 の 中 に 持 た せ て い る 。
ト ル ミ ス の 仕 事 は 真 の 意 味 で 、 民 族 文 化 の 伝 承 を 促 進 す る も の で あ る 。 エ ス ト ニ ア に 生 ま れ た 彼 は 、 わ れ わ れ 他 民

族 に は 想 像 し が た い ほ ど の 厳 し い 歴 史 、 苦 難 の 歴 史 を た ど っ て き た 祖 先 の 文 化 を 何 ら か の 形 で 残 し 、 人 々  に 民 族 の 独
立 と 自 由 を 示 し て き た の で あ る 。 混 迷 の こ の 世 界 の 中 で 、 音 楽 も そ の 大 半 は 無 国 籍 状 態 と も 言 え る 。 そ し て 人 々  の 音
楽 に 対 す る 価 値 観 が 大 き く 変 わ り つ つ あ る 現 在 、 ト ル ミ ス の 存 在 は 、 極 め て 重 で あ る と 思 う 。 エ ス ト ニ ア の 合 唱 曲
に つ い て 語 る 人 々  の 中 に は 、 技 法 的 な こ と を 常 に 問 題 と し 、 そ の 技 術 の な さ を 評 す る 場 合 が 多 く あ る 。 だ が 、 技 法 の
混 迷 の 中 で 聴 く ト ル ミ ス の 作 品 は 実 に 新 鮮 で あ り 、 限 り な く 広 い 既 の 世 界 を 示 し て い る 。 ト ル ミ ス の 作 品 は 実 は 単 な
る 造 産 を 受 け 継 ぐ こ と に と ど ま ら ず 、 よ り 多 く の 人 々  を 合 唱 音 楽 の 仲 間 に ま ね き 入 れ 、 民 族 の 存 在 を 認 識 さ せ 、 豊 か
な そ し て 快 い 楽 興 の 時 を 創 造 し て い る と 思 う 。
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合 唱 作 品 リ ス ト

作 曲 年 代

1 9 5 9
1960
1962
1963
1964
1964-69

1 9 6 4 - 6 5
1 9 6 6
1 9 6 6 - 6 7

1969
1 9 6 9
1 9 6 9

1970
1 9 7 0
1 9 7 1
1 9 7 2
1972
1972
1973
1 9 7 3
1 9 7 4
1974
1975
1975
1976
1977
1978
1978

題 名

キ ー ヌ 地 方 の 婚 礼
カ レ ワ ラ か ら の 3 曲
3 つ の 美 し い 言 葉
祖 国 誕 生 の 日
平 坦 な 土 地
四 季

1 .   秋 の 風 界
2 . 春 の ス ケ ッ チ
3 . 冬 の 構 図
4 . 夏 の モ チ ー フ
ハ ム レ ッ ト の 豚 1 . I
幼 き 頃 の 思 い 出
エ ス ト ニ ア の 暦

1 .   聖 マ ー チ ン 祭 の 歌
2 . 聖 カ タ リ ン の 歌
3 . 鎖 梅 （ さ ん げ ） の 火 曜 日
4 .   ス ウ イ ン グ ソ ン グ
5 . 聖 当 ハ ネ の 日
マ リ ア の 地
私 た ち の 影
ク ー サ ル の 城

選 ば れ た 民 、 リ ボ ニ ア 人
民 に よ る 練 習 曲 集
ヴ ォ テ ィ ッ ク 地 方 の 婚 礼 の う た
1 3 曲 の エ ス ト ニ ア 民 謡 集
3 曲 の エ ス ト ニ ア の 遊 び 歌
鉄 の の ろ い
あ ら し の 思 い 出
母 の 歌 （ 3 曲 の エ ス ト ニ ア 民 謡 ）
歌   手
雷 鳴 へ の 祈 り
イ ス ホ リ ア の エ ポ ッ ク
乳 し ぼ り の 仕 事
北 ロ シ ア の 民 謡
タ ム 島 の 牧 者
我 が 村 の 節 の 音
3 曲 の ブ ル ガ リ ア の 歌

・

編 成

混 声
混 声
男 声 、 フ ル ー ト
混 声 、 男 声 、 女 声 、 児 童
男 声

女 声
女 声
女 声
女 声
男 声

国

男 声
女 声
男 声
女 声
混 声
男 声
男 声
男 声

混 声
児 童 ま た は 女 声
混 声
混 声
混 声
混 声 、 ド ラ ム
男 声
女 声 ま た は 児 童
男 声
男 声 、 バ ス ド ラ ム
混 声 、 ナ レ ー タ ー
児 童
男 声
男 声 、 打 楽 器
混 声 、 ナ レ ー タ ー 、 無
女 声 （ 児 童 ） 、 男 声 、 混 声
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言 語

Kihmu pulmalaulud
Kolm laulu Eeposest

名

b i m
 l l a u l i Y

s o n a

J i r n aToompealt
ara koju Kuusalu Kilelkonda

Etuudid helilaadides
Vadja Pulmalaulud
13 eesti 10urist rahvalaulu
3 eesti mängulaulu
Raua needmine
Katkuaja mälestus
Emalaulud
Laulja
Pikse litaania
Isuri Eepos
Viljandi Karjapois
Pohja- vene bolina
Hailed Tammsaare Karjapölvest
Tomnikell minu kulas
Bulgaria Triptühhon



1 9 7 9
1 9 7 9
1 9 7 9

1 9 8 0

1 9 8 1
1 9 8 1
1 9 8 1

1 9 8 2

1 9 8 2
1 9 8 2
1 9 8 2

1 9 8 3
1 9 8 3

1 9 8 3
1 9 8 3
1 9 8 3
1 9 8 3
1 9 8 4

1 9 8 4
1 9 8 4
1 9 8 4

1 9 8 5
1 9 8 5
1 9 8 5
1 9 8 6
1 9 8 7
1 9 8 8

1 9 8 8
1 9 8 9
1 9 8 9

1 9 8 9
1 9 8 6 - 8 9

1 9 9 0

1 9 9 0

1 9 9 1

ユ ハ ン ・ リ ー ブ の 風 刺

イ ン ケ リ 地 方 の タ べ
古 代 の 海
ビ ル の 誓 い
歌 の 橋
原 始 の 歌
ハ ン ト ・ ル ン メ ル の 映 像
ラ ト ビ ア 民 謡 集
5 曲 の エ ス ト ニ ア 舞 曲 集
友 情 の ラ プ ソ デ ィ ー
幼 い 頃 の 思 い 出
3 つ の ハ ン ガ リ ー 民 語
エ ス ト ニ ア ・ ス ウ ェ ー デ ン 民 謡 集
ベ ス ピ ア 人 の 道
イ ン ケ リ 人 の バ ラ ー ド
2 つ の 贈 り も の
H i l d a   C e r b a c b - G r i v a の 詩 に よ る 3 つ の 歌
ワ イ ナ ミ ョ イ ネ ン の 賢 い 言 葉
ベ ス ピ ア 地 方 の 冬
出 兵 の 兵 士
神 の 救 い
舟 旅
カ レ リ ア へ の 帰 郷
カ レ ワ ラ 、 1 7 番 目 の 文 字
祖 父 母 の 残 し た う た （ 2 9 曲 の 学 校 歌 集 ）
カ レ ワ ラ の 始 ま り
エ ス ト ニ ア の 祈 り   1 9 8 8
我 が 家 の 映
3 つ の 星
4 つ の エ ス ト ニ ア の 子 守 唄
裏 切 り 者 の 物 語
カ レ リ ア の 運 命
3 つ の イ タ リ ア 民 謡
花 嫁 の 旅 立 ち
3 人 の カ レ リ ア 娘

男 声
混 声
男 声
男 声 ま た は 混 声
男 声 ま た は 混 声 ま た は 児 童
男 声 ま た は 混 声 、 ド ラ ム
男 声 ま た は 混 声
混 声
混 声
男 声
男 声 ま た は 混 声
児 童 ま た は 女 声
男 声
混 声
混 声
男 声 ま た は 混 声
混 声
男 声 、 ピ ア ノ
男 声
男 声
児 童 ま た は 女 声
児 童 ま た は 女 声
児 意 ま た は 女 声
男 声 、 民 族 楽 器
児 童 、 リ コ ー ダ ー ：
混 声
混 ま た は 男 声
混 声
女 声
混 声 .
男 声
混 声
混 声 、 児 童 、 男 声
混 声
児 童

Juhan Livi sarkasmid
Inkerin Illat
Muistse mere laulud
Viru vanne
Laulusild
Párismaalase lauluke
Mötisklusi Hando Runneliga
Läti burdoonlaulud
Vis eesti rahvatantsu
Rahvaste sopruse rapsoodia
Helletused
Kolm ungari rahvalaulu
Eesti rootsi rahvalaulud
Vapsa Rajad
Ingerisoome rahvalaul
Kaksiptikendus
3 Hilda Cerbach- Griva laulu
Vainämoise tarkussönad
Vepsa talv
Sojakuller sõit
Varjere, Jumala, Soasta
Vainämöise venesõit
Karjan kotün kutsu
"Kalevala" seitsmeteistkülmnes runo
Vanavanemate viisivatkk
Kalvalan algus
Ohtupalve 1988
Lahkumine vigalast
Kolm tähte(Tris zvaigznes)
4 eesti Hallilaulu

Ilmiantajan tarina
Karjala saatus
Kolm Italia rahvalaul
Morsja Huvastijatt
Kolm Karjalan neitoa

作 品 リ ス ト は 彼 が 本 格 的 に 作 曲 活 動 を 始 め た 1 9 5 0 年 代 終 わ り か ら の も の で あ る 。 し か し 、 こ の リ ス ト は 完 全 に 正
し い リ ス ト で は な い 。 す な わ ち エ ス ト ニ ア 語 、 英 語 等 で 作 ら れ て い る パ ン フ レ ッ ト 、 レ コ ー ド ま た 楽 群 か ら の 合 成 に
よ り 、 小 さ な 曲 で 大 け て い る 部 分 が あ る 。 こ の 点 に お い て ご 了 解 を 願 い た い 。
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